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夏休みはいかがお過ごしでしたか？２学期は運動会や発表会などもあり、子どもたちの生活は仲間

とともに充実してくる時期でもあります。仲間と一緒に活動する楽しさを味わいながら、一人ひとり

の心と体の成長をしっかりみつめ活動をサポートしていきたいと思います。子どもたちの健康管理に

は充分ご注意ください。今学期もどうぞよろしくお願い致します。 

    9 月の予定        

―①身体測定についてー 

結果は出席ノートにてお知らせします

ので、ご確認ください。 

 

～１０月の予定～ 

―１０月２日の午前保育についてー 

運動会前日準備のため１１時降園とさせ      

て頂きます。登園のバスは出ますが、降園時

のバスは運休させていただきます。欠席して

も、欠席扱いになりません。欠席するときは、

必ず担任までご連絡ください。 

 

―稲毛区民まつりについてー 

穴川中央公園で行われている稲毛区民 

まつりに今年も参加します。 

日程は、１０月２５日（日）です。年長組        

がマーチングで参加します。他の学年のお友

だちもぜひ応援に来てください。 

詳細はまたお知らせいたします。 

  

 

   運動会に向けて                   

       ・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

日 曜 予  定 

 １ 火 2学期始業式 

＜長＞身体測定 ※右記① 

 ２ 水 通常保育（お弁当・希望給食開始） 

＜長＞アルバム個人撮影・クラス

集合写真（雨天 ３日（木）） 

＜中＞身体測定 ※右記① 

 ３ 木 ＜少＞身体測定 ※右記① 

 ８ 火 ２８年度入園希望者向け園見学会 

９  水 誕生祈願〈全学年〉 

１４ 月 交通安全祈願 

１５ 火 尿検査回収（対象児のみ） 

１６ 水 マーチング指導日（樋口先生来園） 

１７ 木 ２８年度入園説明会 

２１ 月 祝 敬老の日 

２２ 火 祝 国民の休日 

２３ 水 祝 秋分の日 

２４ 木 運動会予行練習 

２９ 火 尿検査回収（予備日） 

 

１０月３日に運動会があります。走る、投げる、

引くなどの運動会を楽しむのはもちろん、興奮しなが

ら声援をおくり、仲間と力を合わせて最後まで頑張る

ことなど運動会を通して体験できることはとても多

いですね。しかし、行事に振り回されることがないよ

う、子どもたちと遊びながら話し合いながらチャレン

ジし、少しずつ目標が見えるような活動をしていきた

いと思います。 

  

マーチングは、アメリカでは青少年の健全育成のため

に広く行われており、社会性、集団性、自立心を養い、

多くの効果をあげています。成長著しい幼児期にマー

チングに取り組む理由の一つです。短時間に体をめい

っぱい動かす「発散」、おなかから息を出すことを意

識しながら声を出す「発声」など、 

年少から遊び感覚で取り入れ、年中後半から全員 

行うマーチングの形になります。運動会本番始まる前

の子どもたちの表情は、いい緊張感がみなぎリ凛しい

です。お楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

今月のおはなし 

              ほうおんかんしゃ 

           報恩感謝 

社会や自然の恵みに感謝しよう 

私たちは物を頂いたり親切にして頂いたり

すると「ありがとう」と言います。これは「有

ること難い（めったにあることではない）」

からきた言葉です。感謝の心をどのように子

どもに伝えるかいろいろ工夫が望まれます

が、素直な気持ちで「ありがとう」と言える

子どもたちに育てることもよい方法の一つ

ではないでしょうか。 

 

  

 

        お子さんとどんな夏休みを過ごしましたか？ 

「早く幼稚園がはじまってほしかった」などとお母様の心の声も聞こえてきそう

です。夏休みは親子で過ごす時間が増えます。 しかし子どもの成長とともに一緒に過ごす時

間は減ってきます。時間は有限ですが子育ては継続しています。子育ての極意は「無償の愛」

にあると思います。子どもに見返りをもとめないからこそ本来育児は楽しいのです。 

ギブアンドテイクの愛では私がこれだけ一生懸命なのに、言うことを聞かないとストレスを感

じてしまいます。母親が子育てに身を削るのは、子どもの笑顔が見たいから、成長する姿を見

たいからで、その都度子どもに見返りを要求しません。その子どもの笑顔や成長こそが求める

手ごたえであり、本来お互いの存在があることが何ものにも代えがたいものであることを忘れ

てはいけないと思います。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          


